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　　　　　　　　　用語のまちまち

　　　　　　　　　　　　　　（巻　　　頭）

　先日，或る航海學の書物を見たところ，吾々の用ふる天文用語よりも非常

に異なった用語が用ゐられてるるのに一驚を喫した．

　今日，我が國の天文學者聞に用ゐられる弩弓用語には多少の不統一がある．

（尤も，攣れは天女學以外の，他の理學に於ける用語の不統・一ほど，ひどv・

ものではない．天：文學では全用語の95％oまでは統一されてるるのだから，鯨

り神経過敏に掌れ．を氣に病む必要はなbのだが．）ところが，天：文學は，他

の多くの學術にも交渉や關係が深V・から，天文學者以外の學者や技術者たち

も，止むを得す，多くの天文用語を用みる．しかしながら，天文學者相互の

聞に用語の四一がないくらみだから，他の學者たちと天文學者との聞にも，

一般に何の連絡が無いのは勿論であって，從って，用語は各自皆勝手になっ

てみる．働く，西洋あたりには見られないことである．試みに，氣象學，航

海學，航室學，測量學，物理學，敏學，光學器械，暦學，易學，哲學，宗教，

潮汐學，電氣學，無線通信術，地理學，地質學，艘物忌，力闘，海洋學，地

磁氣學など，みな此うした天文学係の學術書を播いて見るならば，同じ原語

に相當する邦課語が，如何にまちまちであるかに驚かぬ人はなv・．どうして

も西洋語なしには意味の通じない揚合もある．例へば，或る人は“隆角”

といふ語を寺子で用みてみるが，卜者よ，之れをそもそも何の意味と解せら

れるか～1之れは實はProminence帥ち紅焔のことなのだ．

　どうしても，吾々は，常にやかましく叫んでみる如く，先づ天文學者間の

用語の統一を間り，其の決定を待って，天文家以外の人々が用みる天文用語

を導かねばならない．故に‘‘天文用語委員會”の設立が1日も早く望しま

い．（由本）


